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中学校におけるGradedReadersを使用しての多読指導の効果の研究

AStLXlyondyEfrectivenESSOfExtensiveReadi喝Irsb-LX:tion

UshlgGt7IdedReadersataJmiorH垣hSch00l

畠山虞子

0.序文
語学教師としての最終目標は ｢生涯にわたって自ら学び続ける力｣の育成にある

と信じる｡臨nson(2∝)1)によれば､自発的な学習とは､スキル獲得よりはむしろ学

習者自身の内面から発する興味･関心が根底にあるべきであると主張している｡個々

の学習者はそれぞれの関心と個性を持つ｡もしも彼らが自らの英語力に適した本を

自由に選択できる環境にあれば､自らの興味 ･関心にそって読書できるようになる

であろう｡多読は語学学習者の自発的な学習意欲の育成に鼻も効果を発揮するであ

ろう｡Day&Bamford(1998)は次の7点を多読の効果として主張している｡
(1)学習者中心の､学習者白身の自己管哩による学習活動

(2)第二言語に対する肯定的学習態度の育成

(3)様々な学習環境や､様々な学習者の個性に柔軟に対応が可能

(4)学習意欲の高揚

(5)英文読解への自信獲得

(6)学習者の自尊心の高揚

(7)英文読解ストラテジーの活性化

2003年の文部科学省の学習指導要領の求める目標として｢禰た要把握や著者の意図

を理解すること｣が掲げられているが､現実の授業ではdecde中心の読鮪旨導が多

い｡Nuはal1(2m])によれ石£ 外国語の知識発達に臥 第-にその国に行って実際に

生活することが最も効果的であり､第二には ｢多読｣が効果的であるとしている｡

読む速度､楽しさ､理解度は同心円上にあり､関連性を伴いながら発達していく｡

しかし日本で使用される検定教科書はgrammarLantereacourseb00kであり､1ペー

ジあたりの未知語が多く､新文法も必ず含まれ､多読には適しない教材である｡こ

こに文部科学省の目標と項実との矛盾が生じる｡

Li仕1e(1997)は言語の知識哩解には明示的指導と非明示的指導が欠かせないとし

ている｡教室で教えられる指導法は､同一の教材を使いながら､主として明示的指

導に偏りがちである｡そこで､gradedreadersの活用による､学習材料の自己決定は､

自発的な学習意欲を燃え立たせ､生涯にわたって､永続的な学習意欲を育むであろ

うと考えた｡



No.7(2005) lI

多読の効果の検証には長期的な経過を必要とするために､先行研究の多くは､私

立の大学大学付属中高でなされた｡私の研究は公立中学校における4週間の多読の

試みである｡日本には公立の中学校での先行研究はほとんどないので､この実験が

この分野で-丁石を投じることができれば幸いであると願っている｡

第1章 はじめに

天満 (1982)は ｢英語ということばの学習には､子どもの感受性に訴える何かがな

ければならない｡こどもの感性を知識獲得の犠牲にしてはならない｣と警告してい

る｡またKlashen(1993)は文法指導よりも､自由読書こそが､ことばの教育の根幹

であり､最も有効であると主張している｡

日本の中学校における英語教育研究会では､単位時間あたりの指導の流れにおけ

る学習効果に議論が焦点化される傾向が強い｡文部科学省のスローガンである ｢実

践的00mmunication能力の育成｣の一方でさま使用可能な語嚢の量が年々減少してい

る矛盾がある｡さらに､英語という教科が入試の合否判定基準に大きな位置を示し

ている現状が､英語不得意生徒の自尊JC低下にも拍車をかけている｡単位時間にお

ける英語の効果的な指導技術向上も従来どおり目を向けながら､同時に学習者の肯

定的な自己評価と自発的な学習意欲の保持が言語教育の最重要課題にされなければ

ならない｡

この調査を決心した直接の動機は､現職教員の大学院研修生として､アンハ一教

授の ｢リーディング｣を受講し､多読が学習者の自発的な学習意欲を高め､自信を

つけさせていくのを自らが体験したことによる｡語嚢のレベルを易しくすることで､

中学生の課外活動としての多読指導を試みてみたいと思った｡

Re5WChQuestions は次の4●点である｡

(1)多読によって読解力が向上したか｡

(2)多読によってどのような読解ストラテジーを使い､どの読解ストラテジー

が多読には有効であったか｡

(3)4つの変数 (Word-Per-Minute,英語力､稔語数､読解ストラテジーの平均)

にどのような相関関係が見られたか｡

(4)多読に対する学習者の態度にどのような変化があったか｡

調査の結果､事後テストにおいて､多読した生徒の68%は読解力が向上､26%

向上しなかった｡多読によって辞書の使用をせずに読み進めていくストラテジーを

頻繁に使用することがわかった｡4つの変数では､最も高い相関関係を示したのが､

wpM と英語力であった｡多読を楽しみながら､読解ストラテジーを使い分けるよ
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うになる最低総譜数は1万語らしいこともわかった.稔語数が多くなるにつれて､

生徒は自信をもって多読を進めていくこと､自己の英語力内の本を選択できた生徒

は､流暢な読解に快感を覚えるようになり､自己肯定感を抱くこともわかった｡

正規の授業での多謝 旨導を可能にするためには､月1度の自由読書時間を設定し､

多読教材として幼児用絵本の読み聞かせや､他社の教科書の利用などが考えられる｡

自己決定による自由読書は､自発的学習意欲を刺激し､長斯的には学習者の自信と

満足を喚起し､卒業後も読書を楽しみながら､学習意欲を保持していくことが期待

される｡

第2章 文献考察

21.ReadingHypothes岳

Kashenはインプット理論を背景に､過去100年間の230以上の研究論文から､自

由読書は読解力､書く力､語免.綴り､文法において効果があることを証明した｡

212･ExtensiveReadingB00ksbnpHypo仕粘k

Day&Bamfoidは多読による2点の効果をあげている｡ひとつはsightv∝abulary

の拡大および目標言語の世界知識の拡張という言語的な側面を挙げた｡もうひとつ

は情意的効果である｡すなわち多読によって､英語読書が可能であることの気づき

と喜びが､学習者の第2言語に対する肯定的な学習態度を刺激し､その後の多読読

書体験にfbedbackされながら､結果的に読解力の向上､学習意欲と読書による楽し

みの高揚につながっていくとした｡

23.GradedReaders

RcbWaring(200qは gradedreadersを使用しての多読の効果について次の5点を

あげている｡第1に読み手が自己の英語力内の本を選択すれば､読みの速度が上昇

し､自動的に認識していく力がつく｡第2に多読によって自信がつき､さらに読み

進める意欲の喚起になる｡第3に読書習慣が形成され､教室外､教師不在でも語学
力向上に寄与する｡第4にさまざまな文章様式への応用力が向上する｡第5に必然

的な場面設定における語嚢､文法構造に何度も遭遇することによって､自然に語学

知識を身につけるようになる｡

2.4.国内での先行研究事例

(1)山内 (1985)

中学3年生対象に20回にわたる瀦 旨導の効果を検証した｡その結論は次の通り｡

1)速読の向上には英語力よりも､むしろ学習者のleamingstyleが影響する｡

2)WPMは50から100の間に始まり､指導によって1COから200まで向上する｡

3)英語力の低い生徒の速読の進歩は､英語力の中､高の生徒に比べて遅い｡ま
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た教材の種類によって影響を受けやすい｡

4)読解ストラテジーの変化は､未知語の推測にもっとも顕著に現れる｡

(2)金谷ほか (1992)

金谷憲を中心とする山梨英和中高での 1989年からの多読に関する研究｡薬袋は

中学生に対して 3-4週間のリーディングマラソンを実施し､読解力が向上したと

報告している｡多読による成果は8ケ月後に顕著に現れ､不参加者との差はどんど

ん広がっていくことも検証した｡また読解ストラテジーの中で最も頻繁に使われる

のは辞書を引かずに読む進めるストラテジーであるとしている｡

(3)中沢 (2CKA)

彼は塾で､中3年生は2時間半の多読を､また小学6年生､中学1年生には(瓦ford

ReadingTreeの読み聞かせを行った｡彼らは､毎回1(X氾語は読むことができ､中学

1年生の教科書を即座に流暢に読解できるまでになったという｡数字的なデータを

示していないが､彼の推測では､20%が多読に強い関心を示し成功していく､20%

はほとんど関心を示さずに終わる｡残り60%は言われるままに続けるという｡この

e0%をどう多読に引き付けていくかが重要であるとしている｡

(4)橋本ほか (2M )

彼らは対象者をwpM80以上と未満で分類し､読み進めるにつれて､WPM､読解

力､英語力の向上が見られた｡150ページを越えると､上位者は多読を楽しみなが

ら行うようになり､下位者でも難儀することなく読み進めることができるようにな

った｡さらに､辞書に依存しなくなり､直読直解するようになったという｡結果的

に多読をする以前よりも､英語が好きになる傾向が見られたと報告している｡

β)Mason&Krashen(1997)

外国語の単位を落とした大学生対象に多謝 旨導を行った結果､テストで大幅の上

昇が見られただけでなく､伝統的な精読クラスとほぼ同じ得点を獲得した｡さらに､

怠けがちな学習態度改善されて､熱心な英語読者になった｡次の研究では多読によ

る外国語習得法は伝統的な習得法に比べて､読解力だけでなく､英作文においても

優れた成果を示すこがを実証した｡

第3章 R脱 ar血Questions

(1)多読によって読解力が向上したか｡

(2)多読によってどのような読解ストラテジーを使い､どの読解ストラテジーが有

効であったか｡

(3)4つの変数 (WPM,英語力､総語数､読解ストラテジーの平均)にどのような相

関関係が見られたか｡
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(4)多読に対する学習者の態度に､どのような変容が見られたか｡

第4章 方法

4.1.対象者

2〔X池年2月､岩手県紫波郡のある公立中学校の課外活動として､3年生7クラス

からの希望者29名に､放課後45分から50分程度で､全部で6回の多読講座を実施

した｡

42.手順

4.2.1.6回の講座の流れ

最初の講座で精読と多読に相違について説明｡ルールは次の3点とした｡

(1)自分で読みたい本を自由に選ぶ｡気に入らない時は､別な本に変える0

(2)未知語があっても､前後関係から推測したり､読み飛ばしたりして大意をつか

む｡

(3)なるべく辞書を使わない｡

事前テストの内容は､英語検定3､4級の読解問題とveヮEa5yTnLeStorieuからの

抜粋 (30点満点)｡また事前アンケートも実施｡2回目はBasicReadhgPowerでス

キ)は旨導｡説明に時間がかかり､肝心の多読時間が10分以内となってしまう｡3回

日と4回目では､word-per-minuteを測定した後で自由読書.5回目は自由読書と､

今までに読んだ稔語数の集計.6回目は事後テストと事後アンケートを実施｡各講

座では読書記録 (資料1)として､個人日誌をノートに書かせた｡

41.2.多読教材について

使用した多読教材はodbrdReadingTree(Stage7),OdbrdB-kworm Startq,Stage

1,PmguinReadersEasystarts,PenguinReadersLevellと東京書籍以外の他社の教科書

1-3年生用のもの､全部で141冊を用意した｡

第5章 結果

5.1.-51.対象者､及びその傾向

3学年266名中の9%にあたる生徒が応募したO事前アンケートの結果はグラフ1

の通りで､どの項目においても多読へ高い期待と意欲を持って臨んでいたことがわ

かる｡具体的に見ていくと78%は日本語による読書が好きである｡83%が英語を話

すことや､聞くことが好きである｡英語を読んだり､善いたりすることにおいて披､

話す､聞くほどは好きでない生徒の数が多い｡未知語に対して74%が文脈から推測

すると答えている｡
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グラフ 1:事前アンケート10項目へのYeS/NOによる回答結果

53.事前･事後の読解力テストの結果

事前･事後読解力テストを受けた生徒は26名であった｡その効果を検証するため

に､多読した生徒 (hteru;iveReadingGroup)と､しなかった生徒 (NonERG)に分

けて比較を試みた｡ERGとは総語数が52語以上で､講座に出席し続けた生徒を示

し､NERGとは稔語数がゼロ､途中で辞退した者である｡この2つのグルーフoO)辛

均点の増減が表1である｡その増減を百分率で表したのが表2である｡全体的に事

後テストの方が高くなっているが､グルーフ別で見ると､多読組の平均が4点高く､

非多読組みは約3点低 Fしている｡

表1:全受験者､およびERG,NERGの事前･事後テストの平均点

事前テスト平均 事後テスト平均 増減

全対象者 ov=2句 20.54 22.73 +2.19

ERG N=19 20.0 24.05 +4.防
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表2が示すように､対象者の 58%は読解力の得点が上昇し､38%が下降した｡

グルーフ別では､多読組は68%上昇､26%下降した｡非多読組は29%上昇し71%

下降した｡上昇した生徒の87%は多読した生徒であった｡この結果から多読した生
徒は読解力が向上しただけでなく､その増加の平均点でも高いことがわかった｡非

多読組に2名増加した生徒がいるが､その増加程度は微々たるものであった｡これ

らの結果から読解力において､肯定的な結果が得られた｡

表 2:事前 ･事後読解テストの増減の数と百分率

増加 減少 滴点

人数 % 平均 人数 % 平均 人数 %

全体26人 15 58 6.0 10 38 -43 1 4

ERG 19人 13 68 6.23 5 26 -2.8 1 6

5A.読解ストラテジーの楓斐

この論文では読解ストラテジーとは表3に掲げる項目を表す｡対象者は1-6で

回答した｡6は強い肯定､1は強い否定を示す｡読解ストラテジーの全体平均が4.2

以上であることから､参加者は､すべての読解ストラテジーを効果的に使っていた

ことがわかる｡

表3:読解ストラテジー頻度 N=20

項目 質問内容 平均

6 あなたは､わからない単語があつても前後関係から推測する方ですか○ 4.6

ll 辞書を使わずに､先へ先へと読み進めることができましたかo 43

13 英詠か読みが速くなりま●したかo 42

16 状況に応じて､飛ばし読み､ゆっくり読みをすることができましたかo 4.45

17 和訳するよりも､内容を追っていることに気がつくことがありましたかo 425

18 わからない単語があつても､それを無祝して読み進めていくことに不安を 455

感じることが少なくなりましたか○

さらに詳しく分析するために､表4では､読解ストラテジーの頻度を､総語数の

大小によって比較している｡この実験では250語以下をSmal1Gr(巡WoldGroupと

した｡また500語以上をI.aJgeGro防Wo'dGroupとした｡クリレーフ別で比較すると､

11番 (辞書に依存しない)において差が大きいことが判明した｡次に大きな差があ

ったのが17番 (和訳するよりも内容を追う)であった｡全体的にLGWGはsGWG

に比べて､状況に応じて､多様な読解ストラテジーを柔軟に使い分けていることが

わかる｡一方､sGWGは辞書に頼りがちで､その結果､内容を追うよりも､和訳す
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る傾向があることが読み取れたo総語数が増えていくと､推測できるようになり､

末矢幅吾の飛ばし読みへの不安が少なくなり､文脈を追いながら､要点をskimするよ

うになっていくことが証明された｡

表4:総語数の大小による6つの読解ストラテジーの使用頻度比較 N=20

項目 質問内容 LGW.16人 S,GW.G.4人 差

6 あなたは､わからない単語があつても前後開 4.69 4.25 0.44

係から推測する方ですか○

ll 辞書を使わずに､先へ先へと読み進めること 4.88 . 2.00 2.88
ができましたかo

13 英語の読みが速くなりましたかo 431 3.75 056

16 状況に応じて､飛ばし読みゆっくり読みをす 4.63 3.75 0.88

ることができましたかo

17 和訳するよりも､内容を追っていることに気 4.63 2.75 1.88

付くことがありましたかo

18 未知語単語があつても､無視して読み進めること 4.81 350 131

に不安を感じる事が少なくなりましたかo

6項目の平均 4.64 333 131

55.4つの変数 (読解ストラテジーの平均 ･wpM ･棟 数 ･英語力)の相関関係

この論文では英語力を教文社の実力テストの偏差値とした｡表5は4つの変数の

相関係数を示す｡最も高かったのが英語力とwpM,次に高かったのが総語数と読解

ストラテジーの平均であった｡もっとも相関関係の低かったのが英語力と読解スト

ラテジーの平均であった｡

表5:4つの変数の相関係数

英語力 読解ストラテジー平均 総語数 W M

英語力 ＼ 039 0.42 0.77**
読解ストラテジーの平均 039* 0.62*** 0.49

稔語数 0.42 0.62 ＼ 0.43

*P<0.05,**Pd).02,***P<0.01
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(1)WMと英語力の相関関係 (グラフ2)

4つ相関でもっとも高い相関を示し､有意確率が0.02で有意差があった｡

橋本 (2(X氾)の研究によれば､WPM,読解力はページ数の増加に伴って発達する

としている｡彼は多読による効果を証明する際に､wpMを読解力の指標として用

い､成績上位､下位者として分類している｡私の研究でも､wpM と英語力の強い

相関は支持されたと言える｡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

oU

7

6

5

4

3

2

･1

1!l!q
V
山

◆◆ヽ◆ ◆ ◆ 0

● ◆◆◆●◆◆●

0 50 100 150 200 2

グラフ 2:wMと英語力の相関関係

(2)読解ストラテジーの平均と総語数の関係 (グラフ3)

この2つの変数の相関は2番目に高い相関をしめし､有意確率が0.01で有意差が

認められた｡総語数が多い生徒は､辞書に依存しないとか､未知語を推測しながら

読み進めるなどの読解ストラテジーをより頻繁に使う傾向がやや見られた｡

山内はwMの伸長は学習スタイルに影響されるとしている｡熟慮型より衝動型

が､細部把握型より概要把握型が､視覚型より聴覚型が､伸びが大きいとしている｡

私の研究ではwpMの高い生徒がこれらのタイプに該当するかの答えを見出すこと

はできないが､学習スタイルの変化が総語数増加を引き上げていると思われる｡
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グラフ3:読解ストラテジーの平均と総語数の相関

(3)読解ストラテジーの平均と英語力の関係 (グラフ4)
4つの変数の相関でもっとも相関係数が低く､有意確率がO.cSで有意差があっ

た｡私の実験では読解ストラテジーの平均が439であったが､英語力が62以上

の生徒3人の読解ストラテジーは平均以下であった｡このことは､高い英語力を

持っていても､様々な読解ストラテジーを効果的に使うとは限らないということ

を暗示している｡

グラフ4:読解ストラテジーの平均と英語力の相関

5.6.対象者の日吉志とコメントより

141冊もの多読教材から､自分が好きなものを選び､できるだけ辞書を使わずに

内容を追っていくという読み方は､どの生徒にも新鮮な驚きと喜びを与えた｡毎
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回の日昌志や､事後アンケートを次の5つに分類した｡

5.6.1.外国語学習の意欲

･｢英語がスラーと並んでいてピックリしたけど､読んでいるうちに難しいと思わ

なくなって､わからない単語は飛ばしても後になって段々わかった｡このレベル

ならもっと読みたい｡｣

･｢すごくたくさんの種類の本から自分で選ぶなんて最高だった｡知らない単語

があっても絵が付いていたし､複雑そうな内容でも､かえって引き付けられた｣

･r"LoveorMoney'はすごく面白かったので､まるで探偵小説みたいにスラスラ
読んだ｡今度は自分で買って読みたい｣

･r幼い頃に大好きだった''rheW血rdofOZ'を英語で自分が読めるなんて､も

うワクワクします｣

･｢教科書の読み物は短く､筋が単純で発展もない｡それに先生の文法説明が長

くて飽きてしまう｡多読教材は絵がきれいだし､それをヒントにして読むと内容が

わかった｣

5.6.2.自尊心の高坂と自信

Domyeiは ｢自信は自尊心と密接に結びつく｣と主張しているが､自己の英語

力で読める本を選択できた生徒は通常の英語の授業では得られないような収穫を

得た｡多読はある意味において ｢自発的な問題解決学習｣であり､どんどん読み

進めることで満足と喜びが深くなるようである｡多読した生徒は'加Orthwhile"であ

り,"effedive"であったと感想を書いている｡

5.63.書き手と読み手の内的会話

単発的な対話が数語だけで終わる教科書の英会話と違い､物語上の必然的な会話

の流れから､心で対話を聞きながら読んでいる生徒がいた｡さらにその内容に自

分を重ねて参加型の読書をする生徒も見受けられた｡英語のonomato叩 iaがたく

さんあるので､それらも彼らの心の耳を楽しませた｡

5.6.4.対象者の本選択の理由

本を選択した理由は､｢題名｣や ｢表紙の絵｣と回答している者が多く､ページ

をめくって ｢読めそうな英語｣だと判断したとか､｢本の中の挿絵｣で選択したの

が数人いた｡｢有名人のもの｣だからと回答したのが2人であった｡26%が最初に

選んだ本を読みきることができた｡

5.65.指導者の日誌

給食台､教卓などに広げたgradedreadeJちに驚嘆の声をあげながら突進した女子

参加者の壁越しに､3名の貴重な男子が背伸びしつつ､好奇の眼差しを本に向けて

いた｡彼らが選んだ本はビートルズとスポーツ選手の本であった｡他社の教科書
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には､だれも見向きもしなかった｡

wpM測定と事前 ･事後テストに使用したveryhsyTrueStoriesは､120語前後

の読み気入りニュースがたくさんあり､どんどん読めるので ｢これなら､何度や

ってもいいテスト｣と笑顔で歓迎された｡期末テスト前日は 9名だけの参加であ

ったが､10代ロマンスものを赤面とため息まじりに読む者､本を机の上に立てて､

ピンと背筋伸ばし､口をぱくつかせて無声音読をしている者など､45分間､英語

の本に釘付けの中学生に､33年間の教員生活の中で初めて出会った｡多読教材に

よる自由読書のパワーは､テストのための学習意欲とは質的に異なり､各自の内

発的な学習意欲を燃え立たせる引火力があることを目のあたりに見た｡最終日に

は､お目当ての本だったのか､箱に入れたり､出したりしながら名残惜しそうに

触れていた生徒がいた｡

以上のようにgradedreadelSを使った多謝 旨導は､数人の辞退者がいたものの､

多読した生徒には自信をつけさせ､自尊心を高揚させる効果があったと主張でき

る｡

第6章 分析

6.1.多読が自発的な学習意欲を喚起した成功例

gradedreaders使用の多読指導と授業での読みの指導における生徒のmotivationに

は質的な差がある｡それは自己管哩による自発学習であり､学習内容の自己選択に

ある｡ 表6は著しい成果をみせたある生徒の読書歴である｡

表 6:多読の成果が顕著であった生徒の読書記録

月日 本の題名 総語数 員数 レベル 出版社名

2M Marcel& theShake甲eare 840 15 30 Penguin
212 Letters 1Ⅰkginner

2/4 1neCupintheForest 979 15 200 Penguinhsystarts

2β TwoBoyfHellds 19(I) 29 300 Penguin1Ⅰkginner

246 Bcape 15∝) 24 250 Ox.BOokwormsStarters

2J23 Aladdin& 52(X) 50 《X) 0X.B.Library
dleEnchantedI_m p Stage1

橋本ほか(2W )の研究では､成績上位の生徒は150頁を過ぎると楽しみながら読

むようになり､低位の子でも困難を感じることなく読むようになるという｡私の

調査での最も読んだ生徒は133ページであった｡彼女の読解ストラテジ｢平均は

6点満点中の53である｡この生徒は初回にMar∝l&dieShakespeareLettersを10
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分以内で読み切っている｡

h pe を読み終えたとき､｢ストーリーがしっかりしていてオチもある｡英語の

擬音語が面白い｡少し難しいかと思って本をめくると､文法や単語が結構わかっ

てうれしい｡普通の本のように､余り意識せずに読めるようになった気がする｡｣

と日誌に書いている｡Aladdin&theEndlantedI.ampでは ｢少し長めだったけど､
ずっと読んでいて最後までなんとか読み終えることができた｡日本語で読んだと

きと古お墓って､細かいところも理解できて楽しかった｡これで終わりなのが残念

･-(近)IlovereadingbcK)ks.これからは読みたい本の中に原書もはいりそうで

す!｣と書き残している｡さらに､後輩へのメッセージとして ｢簡単な本を読め

ば､自信もつくし楽しい｡わからない文だらけの教科書で知識を身に付けて､そ

の知識を使って多読し､精読できれば知識の定着にもなるし､読めている感じが

味わえる｡勉強用の本でないので､楽しんで読んでください｣と締めくくってい

る｡

日誌や態度から､母語で年間180から240冊の読書をする彼女には､Kashenの

いう Ⅶ̀erx'werofreaiing" によって､背景知識､世界知識､スキーマなどが､

高い英語力(70)と融合して､150貢に到達しなくても､読書の楽しみを生み出し

たものとみえる｡ zw gnition knowledgeが多読によって､ "actionknowledge'

(Bam es,1976)に転移したともいえる｡｢学習の成果は､最終的には純粋なる自

発性に結実する｣(Lime,1994)という例といえよう｡

62.学習者のtxdieB

ここでは､Ieamers'belief岳が､多読の成果に及ぼす影響について分析したい｡

グラフ6は多読に前向きに取り組んだ生徒と､多読が受験英語得点アップに役に

立たないと思った生徒の事前･事後テストの結果である｡また表7は､これらの

個々の生徒の数字的データである｡事後テストで事前テストよりも60%以上の増

加を見せた生徒達 (#25,#16,#31,#22)は英語力､WPMは高くはないが､多読に

よって読解力が飛躍的に伸びている｡#16,#22は英語力が低くて多読が続くかど

うか､教科担任が心配していた生徒であったが､多読に興味を示し.一度も休まな

かった｡特に#22は年間50冊母語で読書する生徒で最後のアンケートで｢授業で

やっているやり方と違って､多読の方が自分に合っている｣とコメントした｡彼

女の leamers'beliefが変化したという確実な証拠にはならないが､満足を与えた

ことは確かである｡

一方では#3,舶,#20,#30は多読に対して強い抵抗を持った｡#3の応募動機は受

験勉強のためであった｡オリエンテーション後 ｢高校入試の得点アップに結びつ

かない｣と判断し､2回目の講座ではgradedreadelSではなく､たまたま参考まで
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に見せたnildren'sBirthdayChkeの雑誌をパラパラ見て､次に他社の教科書に移っ

たものの､結局は自分の好みやレベルに合う本にめくり合えずに辞退した｡#3以

外の英語力57から64の3人もgradedreadersに関心を示さなかった｡年間読む本

が数冊であり､母語の読書習慣がないことも4人に共通している｡#13は事後アン

ケートで ｢多読をやるよりも他の勉強をした方が点数は伸びる｡辞書を引き､ち

ゃんと日本語訳をしなければ理解した気がしない｣とコメントしている｡#20は

通常の授業についていけなくて､1年生からの英語の復習を期待した生徒で､ノー

トに書くとか､辞書で意味調べをする学習を望んでいたので辞退した｡

ド.-.--pre.T- Pst.Tl

頂臥＼ / _.◆-＼ -.◆̀ /
､ ､.岨 一.. ＼ /

◆---一一一一◆L-.._ 一..,,ノー
■◆ -~~日

#25 #ー6 #31 #22 #20 #3 #6 削3 #30

グラフ 6:事前 ･事後テストの得点比較

いろいろな角度から多読実験を分析していくにつれて､多読坑功の鍵は｢成功

した生徒｣よりも ｢辞退した生徒｣たちの原因の中に潜んでいるのではないかと

考えるようになった｡通常の授業の読みの指導では文法上のポイントを確認しな

がら､正確に読み解くこと (dec°ing)に力点を置く｡その結果､英文読解の方

法はこれが正統なやり方で､この方 法の積み重ねが英語の得点をあげ､高枚入

試でも役に立つという1eamers'tx:liefをも植えつけているのではないかという反

省である｡この伝統的な英文謝 言仰者には､多読の ｢辞書なし,末矢掛 捕り､だ

めなら飛ばし読み｣という方法は邪道で信用におけない方法であり､点数アップ

にならないと即断したのではないだろうか｡彼らにとっては､英文読解は｢読書｣

と古朗EJで､テスト用の教材の読解であり､質問に正しく答えて○をもらう作業の

ことなのであろう｡従来の指導法による根強い影響を持つleamers'tN31ie丘を溶か

しこみ､精読以外の方法としての多読によって､かつて教室でみんなと学んだこ

とが､己の理解の深い部分で､有効的にリサイクルできるように支援することが

重要である｡
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表 7:多読を受け入れた者､受け入れなかった者の比較

多読を受け入れた者 多読を受け入れなかった者

対象者ID #25 #16 #31 #22 #20 #3 #6 #13 #30

英語力 46 41 50 36 41 62 57 64 63

両テス ト差 +15 +ll +6 +6 +3 +8 -14 -4 -2

総 語数 250 1139 927 4106 180 120 0 0 0

VVPM 64 83 74 28 74 120 - - -

出席率(%) 67 1(X)a) 100 50 50 17 17 17

63.適切な教材

むしろ失敗例にこそ､改善のヒントが隠されていることは前述したが､個々の英

語レベルに合う適切な教材を多種多様に大量に用意することが理想である｡3人の

男子が途中でやめた理由はスポーツ系の実在人物の教材の少なさであった｡10代

の男女の淡い恋が下敷きとなっているものは､中学生の男子には好まれない｡実在

のスポーツヒーロー-の悼惜を英語で堪能したいと思われる｡MidlaelJordan,

pete,Bar∝lonaGamesの3冊しかなかっただけに､とても残念であった｡出版業者

の課題であると思う｡

第7章 インプリケーション

7.1.この調査から

今回の調査から次の5点のインプリケーションが浮かびあがった｡

第1に多読の成果が預れるには 帽章伏期間｣が必要であること｡金谷他の研究で

はその期間を 8ケ月としている｡もしそうだとすれ畝 受験勉強用と勘違いされ

ないためにも中学2年生の文化祭後から初めて､中学3年の1学期頃までが適当

と思われる｡私の実験はたったの4週間､6回だけの短期間の多読であった｡

第2に参加者の数の少なさ｡辞退者もあり､最後まで続けた生徒は19名になっ

た｡数字的データ分析の量として少なかった｡しかし読書レポート､日誌､アン

ケート等のコメ ントから､個々の生徒の多読に対する思いが得られ､詳しく分析

することができた｡
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第3に読解ストラテジーに関する回答は､個人の主観的判断に任されていて､真

面目な学習者ほど自己評価を厳しくつける傾向があったことである｡

第4にwpM79以下の生徒にとって読みやすい本が用意できなかったこと｡も

し用意してあれ畝 彼らもスラスラ読める感じを味わえたと思われる0

第5に現場の中学英語教師はほとんど多読に関心がないこと｡教科書をしっかり

教えこむことで精一杯で､多読などとてもできないと思っている｡個人で多読教

材を買う には限界がある｡多読の効用を啓蒙していくことも課題である｡

72.提言

exteru'ivereadingの橋渡しとして､2∝叫年7月に､中学1年生に英語の読み聞

かせで大成功をおさめた教材がある｡ILikeMeというタイトルからして､生徒は

｢自己チュ-｣だと勘違いして逆に耳を澄ませた｡日本の校則や仲間と価値観を合

わせることに疲れを感じ始めている頃で､癒しと激励の効果があった0likeの目的

語は食べ物とスポーツであることに慣れた彼らにとって､主人公の豚が語る末矢幅吾

(目的語)が予測できることの興奮から､辞書引きが初めてであるにもかかわらず､

自己の予測の確認という熱い動機から必死に調べるのであった｡ドジを重ねても

b･y-andヤ ーagain精神を維持しようと頑張るメッセージ､日払 yourselF'に圧倒的な

共感を示した｡感受性に訴える題材の読み聞かせは､教室に読書和音を響かせるこ

とも大発見であった｡

次は幼児時代に8割以上の生徒が読んでいるTheVeryHLmgryGltelpillarの大型

紙芝居を使って読み聞かせをした｡最後の集団読みでは､幼児期に日本語で読ん

だ本を､中学生になって英語で音読できる誇りと自信が､張り上げる声から伝わ

ってきた｡私などは､単純に曜日と複数形の導入ができると考えていたが､ある

生徒は ｢大人になるということは､食べ物だけでなく､両親や友達の愛などが必

要で､それを食べ物にたとえている｣と解釈し､またある生徒は ｢最初はちっぽ

けな青虫でも､最後は美しい蝶になるように､だれでも何かを一生懸命努力すれ

ば､最後には夢が叶う｣というと感想に書き､同じ絵本が年齢を重ねることで､

そのメッセージ性の深さを英語で汲み取ることも生徒から学んだ｡

外国の優れた本物絵本には､作者が未来世代に託したい人類の魂が詰まってい

るであろう｡美しい絵はそのまま異文化理解にもなる｡このような絵本は多読の

素敵なwami ng-upといえよう｡感性に響く､易しい英語の教材が､中学1年1学

期から多読への橋渡しが可能であることにも気づかされた｡

文化祭後は､平成16年度の3年生希望者7名にReadingMaradlOnを実施,

授業でなく､好きな本を自宅で読むことにした.最高給語数は173∝)語であった｡

400語が1キロなので43.25キロ走破したことになる ｢自分が選んだ本なので飽き
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ることがなく読み続けられた｡多読用の本は流れるような感じで自然と目が文を

追っている｡初めは英語の本を読むことに苦手意識を持っていたが､自分のレベ

ルに合わせて本を読んでいると､時間が経つのも忘れるくらい夢中になっていて

楽しかった｡MysteryinLondonは自分が物語りを作っていくゲームブック､Wh ite

Deadlはミステリー好きの人にオススメ,Marcelシリーズは簡単で読みやすい｡

TheW血rdofOzは英語で読めば新鮮な感じで読めるo｣と自分が読んだ本を解説
している｡彼女も多読にはまってしまった｡

甜∝)語Oこれが文部省検定の教科書3年間の総語数である｡それらはステレオ

タイプのマネキンが味のないガムをかんでいる光景を思わせる｡仙 語なら､今

回使った多読教材の5､6冊に相当する｡最も総語数の高かった生徒は10分でThe

Clownを読み切ったが､これは4200語であるから､15分で､仰 語行くであろ

う｡

東京書籍のNewHorizonは全国的に広い範囲で採択されているが､他社の教科書

には多読に使える面白い教材がかなりある｡これらを差し込み教材として使えば

130m 語はカバーできるo検定済みなので語嚢の統制も中学生向きとなっている｡

多読への踏み台になるであろう｡

第等章 結論

(1)多読によって読解力が向上したか｡

Graiedreadersを使用した多読指導は読解力を向上させた｡全講座に参加した生

徒の68%の読解力を向上させた｡

(2)多読によってどのような読解ストラテジーを使い､どの読解ストラテジーが多

読には有効であったか｡

総語数の多かった生徒が最もよく用いた読解ストラテジーは､辞書を使わずに

読む進めることであり､それ古雄 語数の少ない生徒の2倍であった｡

@)多読に対する学習者の態度に､どのような変容が見られたか｡

自己選択の自由読書は､読む意欲を喚起し､自己の英語力内で読める適切な本

を選択できた生徒は､スラスラ読める楽しみを体験でき､自信と満足が得られた｡

その結果､英語を読むことへの自発的な意欲の保持に有効であった0

(4)4つの変数 (WPM,英語力､総語数､読解ストラテジーの平均)にどのような

相関関係が見られたか｡

wpMと英語力の相関関係がもっとも強かった｡しかし英語力が高い生徒が必ず

しも総語数を増加させるわけではなかった｡従来の精読による読解旨導だけを信じ
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る学習者で､母語の読書習慣が身についてない生徒には､多読-の抵抗があった｡

最後に今回の多読f旨導を通して､生徒たちの態度の変容を朝察し､多読日誌を読

みながら､彼らの成し遂げたことに､賞賛と尊敬の念を覚えた｡中学生にも多読

ができる道を､Newh ensiveReadersとして､拓いてくれたように思う｡多読とは

未来に向かって多彩な色の花を咲かせる種を育てる大地のようなものではないだ

ろうか｡われわれは､生徒が多読によって､読書の楽しみを得られるように導く

facilitatorになることが重要なのだと思う.単にテス トで点数獲得技術を教える

providerであってはならない｡多読という世界で臥 教師も生徒も同じ船を漕いで

いる｡本の海原を熱愛する船長の役目を演じなければならない｡
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